
１
月
７
日
、
川
尻
小
体
育

館
で
川
尻
小
学
校
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ
ッ
ク

ル
君
！
」
の
お
披
露
目
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ラ
ッ
ク
ル
君
」
は
、

熊
本
市
南
区
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
補
助
を

受
け
て
製
作
さ
れ
、
川
尻
小

学
校
や
愛
育
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

関
係
者
の
熱
意
と
努
力
で
誕

生
し
ま
し
た
。

「
ラ
ッ
ク
ル
君
」
は
、
２
０

０
９
年
に
当
時
の
児
童
ら
が

発
案
、
小
学
校
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
裏
に
あ
る
ラ
ク
シ
ョ
ウ

（
落
羽
松
）
の
木
の
妖
精
を

イ
メ
ー
ジ
し
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
も
の
で
校
内
の
緑
を
大
切

に
守
っ
て
行
こ
う
と
、
愛
育

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
関
係
者
が
子

供
た
ち
の
愛
校
心
を
育
み
環

境
保
全
と
豊
か
な
地
域
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
作
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

お
祝
い
に
か
け
つ
け
た

「
ク
マ
モ
ン
」
よ
り
ひ
と
回

り
大
き
く
、
全
身
が
グ
リ
ー

ン
の
「
ラ
ッ
ク
ル
君
」
は
、

木
々
に
包
ま
れ
た
川
尻
小
学

校
の
妖
精
ら
し
く
愛
嬌
が
あ

り
子
供
た
ち
か
ら
、
と
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
ラ
ッ
ク
ル
君

は
、
学
校
行
事
だ
け
で
な
く

呼
び
か
け
が
あ
れ
ば
地
域
の

催
し
に
も
参
加
す
る
予
定
で
、

川
尻
を
代
表
す
る
マ
ス
コ
ッ

ト
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

川
尻
小
学
校
で
の
活
動
は
、

新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
報
道

関
係
で
も
紹
介
さ
れ
、
３
月

14
日
の
「
旅
す
る
蝶
を
招
く

活
動
」
を
行
う
川
尻
小
緑
の

少
年
団
の
活
動
風
景
、
３
月

16
日
の
熊
日
新
聞
で
は
小
学

校
６
年
生
の
卒
業
茶
会
が
大

き
な
写
真
と
共
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

川
尻
小
学
校
は
明
治
７
年

に
開
校
さ
れ
、
昨
年
１
４
０

年
を
迎
え
た
こ
と
を
、
こ
の

機
関
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
。

３
月
23
日
、
１
４
１
回
目

と
な
っ
た
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

自
治
会
長
さ
ん
達
を
は
じ
め

川
尻
校
区
の
各
種
関
係
者
、

卒
業
生
保
護
者
な
ど
２
０
０

名
以
上
が
参
列
さ
れ
、
今
年

の
卒
業
生
79
名
を
加
え
た
卒

業
者
が
１
万
４
６
７
２
名
に

な
り
ま
し
た
。

１
月
３
日
は
川
尻

校
区
恒
例
の
成
人
式

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
63
回
目
を

迎
え
た
こ
の
成
人
式

は
、
ま
だ
戦
後
の
貧

し
い
時
代
、
昭
和
28

年
に
始
め
ら
れ
例
年
、

川
尻
公
会
堂
で
行
わ

れ
て
来
ま
し
た
。

川
尻
公
会
堂
が
対

震
工
事
中
で
使
用
で

き
な
く
、
今
年
は
、

５
町
内
の
「
料
亭
い

わ
村
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
成
人
式
の
参
加
者

は
41
名
（
卒
業
生
数
90
名
）
。

会
場
の
様
子
を
文
字
で
描
く

と
、
正
面
向
か
っ
て
中
心
部

に
１
町
内
～
15
町
内
成
人
男

女
が
41
名
整
列
、
右
側
に
は

各
町
内
の
自
治
会
長
や
民
生

委
員
の
方
々
が
顔
を
そ
ろ
え
、

左
外
側
は
、
校
区
の
各
種
団

体
代
表
の
人
々
、
左
内
側
に

は
成
人
者
が
小
学
校
時
代
に

関
わ
ら
れ
た
恩
師
の
方
々
、

最
前
列
や
後
列
に
は
運
営
や

進
行
を
司
る
川
尻
校
区
公
民

館
の
方
々
が
囲
ま
れ
、
狭
い

会
場
に
は
成
人
者
を
見
守
る

温
か
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
は
恩
師
の

先
生
が
11
名
も
駈
け
つ
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が

当
時
の
想
い
出
話
し
を
披
露

さ
れ
る
と
、
爆
笑
が
起
き
、

名
指
し
さ
れ
た
当
時
の
子
供

は
全
員
か
ら
の
視
線
が
集
ま

り
、
拍
手
喝
采
を
あ
び
少
年

時
代
が
蘇
り
ま
す
。

こ
の
63
年
間
も
続
け
ら
れ

て
い
る
川
尻
校
区
成
人
式
は

関
係
者
の
集
う
手
づ
く
り
成

人
式
で
す
。
呼
び
か
け
や
進

行
は
成
人
式
を
主
催
さ
れ
る

関
係
者
で
進
め
ら
れ
、
主
催

を
代
表
し
て
米
沢
紘
二
（
川

尻
校
区
公
民
館
長
）
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
、
来
賓
を
代

表
さ
れ
中
村
亮
一
自
治
会
連

合
会
会
長
の
祝
辞
な
ど
続
き
、

今
年
は
４
名
の
成
人
者
か
ら

成
人
者
と
し
て
の
抱
負
や
決

意
や
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
今

も
昔
も
か
わ
り
な
い
20
歳
を

迎
え
る
心
境
が
伝
わ
り
参
加

者
一
同
の
心
に
訴
え
る
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
写
真
で
伝
え
ら

れ
な
い
雰
囲
気
と
し
て
、
成

人
者
は
41
名
で
す
が
、
地
域

の
方
や
や
先
生
方
が
90
名
以

上
参
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
方
で
は
カ
メ

ラ
や
携
帯
電
話
を
掲
げ
我
が

子
を
見
守
る
お
母
さ
ん
た
ち

が
20
名
ほ
ど
陣
取
り
、
本
当

に
ロ
ー
カ
ル
で
手
づ
く
り
感

が
伝
わ
る
成
人
式
で
す
。
。

第１９号 河 陽 新 聞 平成２８年３月２９日

熊本市南部地区市民の会

発行責任者 村田幸博

河
陽
新
聞

毎
年
2
月
～
3
月
の
春

を
迎
え
よ
う
と
す
る
冬
の

季
節
、
川
尻
小
学
校
4
年

生
を
対
象
に
ク
ラ
ス
単
位

で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
2
月
16
日
か
ら

3
回
に
分
け
行
わ
れ
3
回

と
も
19
種
類
の
野
鳥
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
多
い
年

に
は
26
種
類
が
確
認
で
き

ま
し
た
の
で
少
し
種
類
が

減
っ
て
い
る
の
が
気
に
な

り
ま
す
。

小
学
校
4
年
生
は
10
歳

の
歳
で
す
。
10
年
後
に
は

成
人
式
を
迎
え
る
20
歳
に

成
長
し
ま
す
。
4
年
生
に

な
る
菊
池
少
年
自
然
の
家

で
2
泊
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど

で
地
域
の
方
々
と
触
れ
出

し
ま
す
。

今
年
の
成
人
式
で
「
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
！
」

と
言
っ
た
ら
、
お
ぅ
～
！

と
、
声
が
湧
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

川尻小学校（川尻校区？）のマスコットキャラクターのお披露目会がありました。

川尻小のマスコット 「ラックル君」が誕生！

成人式終了後の祝賀会カンパイ風景

川尻校区の第６３回成人式が行われました。

川尻小学校体育館での「ラックル君！」お披露目会
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ＮＨＫ
ダーウィンがやって来た！

10月9日に特別講演会を行いましたに

昨年4月から実施した数多くのフジバカマの苗づくり
や鉢づくり～ＮＨＫの講演会など実施出来たのは、
再春館「一本の木」財団の支援を受けて行いました。

また、写真よりよりリアルに描けている蝶や植物の
絵は４町内に在住のデザイナー浪﨑洋子さんの協力
があったればこそです。

町内外の人からも高い評価を受けました。ご協力い
ただきました多くの皆様方に感謝申し上げます。

西南ローターリークラブより活動支援の贈呈式が行われました。

3月12日ズイヨウ東肥工場玄関にて

熊本西南ローターリークラブ田上安

徳会長から川尻校区自治会連合会・

中村亮一会長へフジバカマの鉢150鉢

が贈呈され、加勢川の河原にも120株

の苗が補植されました。

川尻商店街連合会（福山龍太郎会長）

は「旅する蝶の宿る町」をイメージ

し川尻駅をはじめ商店街各所にコモ

マキされたフジバカマの150鉢を置き、

蝶や人の触れあう商店街づくりに加

え、左新聞記事の内容で新製品開発

や販売も行われています。

校区の皆さんも川尻ＰＲする名刺を作られませんか？

今回の旅する蝶シリーズは、デザイナーの浪﨑洋子さんに旅する蝶のアサギ

マダラはじめ秋の七草のフジバカマなど数種の絵を描いて頂きました。

会の名刺や封筒で使用したらとても好評で、この機関紙「河陽新聞」を通

じ多くの皆さまへ下記の内容で名刺づくりを呼び掛けることにしました。

ご希望の方は、地域の自治会長さんや下記の連絡先へ問合せ下さい。

※【問合せ先】 熊本市南部地区市民の会 【事務局】井上新午

〒861-4115 熊本市南区川尻5－6－50 でんわ 358-0342

10月9日川尻小学校体育館で学校の授業時間に合わせ
左のカラーチラシ内容でＮＨＫのプロヂューサーを
お招きし講演会を行いました。

テーマは「2000ｋｍ旅する蝶アサギマダラ」昨年1月
にＮＨＫテレビで放映された番組を題材に旅する蝶
の謎や取材での苦労話を盛り込み、1年生の子供にも
理解できる内容をお願いしました。

冬は台湾や香港まで旅を重ね、春には九州を足がか
りに、夏には日本アルプスや遠くは北海道まで移動
することが伝えられました。

このＮＨＫの人気番組「ダーウィンが来た！」は、
数名のスタッフで世界各国を歩き苦労を重ねながら
頑張る姿も伝えられました。


